
  

一 

は
じ
め
に 

 

若
宮
八
幡
神
社
は
山
形
県
東
根
市
本
丸
北
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
こ
の
神
社
は
南
北
朝
時
代

に
起
源
を
も
つ
古
社
で
あ
り
、
遅
く
と
も
近
世

に
入
っ
て
か
ら
は
、
例
年
八
月
末
に
「
風
祭
り
」

と
い
う
祭
礼
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
奉
納
さ
れ
た
の
が
若
宮
八
幡
神
社
太
々
神

楽
で
す
。
そ
れ
は
、「
風
の
神
」
が
農
作
物
の
被

害
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
五
穀
豊
穣
等
を

祈
っ
て
行
わ
れ
る
神
事
芸
能
と
い
え
ま
す
。 

 
 

本
稿
は
若
宮
八
幡
神
社
太
々
神
楽
を
検
討
す

る
に
あ
た
っ
て
、
神
社
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地

域
社
会
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
合
い
を
も
っ
て

き
た
の
か
、
芸
能
を
生
み
出
す
背
景
に
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
重
き

を
お
い
た
も
の
で
す
。 

 

二 

若
宮
八
幡
神
社
概
史 

  

東
根
は
古
代
藤
原
氏
の
荘
園
で
あ
る
小
田
嶋

荘
の
中
心
と
な
っ
た
場
所
で
あ
り
、
南
北
朝
時

代
の
正
平
二
年
（
一
三
四
七
）
に
、
小
田
嶋
荘

の
地
頭
小
田
嶋
長
義
が
現
在
の
東
根
市
立
東
根
小
学

校
の
敷
地
を
中
心
と
し
た
場
所
に
「
東
根
城
」（
た
だ

し
当
時
「
城
」
の
名
称
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
＝
筆
者
注
）

を
築
い
た
と
い
い
ま
す
（『
北
村
山
郡
史
』
上
巻
）。
小

田
嶋
長
義
は
鎌
倉
幕
府
重
臣
の
中
条
氏
の
出
自
で
、
備

前
守
従
五
位
上
と
い
う
高
官
の
地
位
に
あ
り
鎌
倉
き

っ
て
の
名
族
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
保
角
里
志

『
改
訂
新
版 

東
根
城
の
話
』）。
小
田
嶋
長
義
は
城
近

く
の
普
光
寺
に
正
平
十
一
年
銘
（
一
三
五
六
）
の
梵
鐘

を
寄
進
し
て
お
り
、
そ
の
梵
鐘
に
は
「
羽
州
中
央 

小

田
嶋
庄 

東
根
境
致 

白
津
之
郷
（
以
下
略
）」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
当
時
の
東
根
の
小
田
嶋
荘

と
の
位
置
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
梵
鐘
は
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
国
の
重
要
美
術
品
に
認
定

さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
山

形
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

若
宮
八
幡
神
社
創
建
に
は
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八

幡
宮
神
主
の
三
浦
下
野
守
為
澄
が
戦
禍
を
逃
れ
て
詞

部
八
人
と
と
も
に
神
輿
を
た
ず
さ
え
て
東
根
に
下
り
、

城
主
小
田
嶋
長
義
と
と
も
に
城
の
鬼
門
に
あ
た
る
北

東
方
向
に
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
こ
と
が

若
宮
八
幡
神
社
の
始
ま
り
と
い
う
こ
と
で
す
（『
東
根

市
史
編
集
資
料
』
第
一
号
）。
若
宮
八
幡
神
社
に
は
そ

の
際
に
三
浦
為
澄
が
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
時

代
作
の
御
輿
が
現
存
し
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

に
山
形
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
小
田
嶋
長
義
は
、
正
平
十
一
年
七
月
十
七
日
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現
在
の
若
宮
八
幡
神
社 

（
拝
殿
お
よ
び
本
殿
） 

① 



に
若
宮
八
幡
神
社
に
鰐
口
を
寄
進
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
鰐
口
に
は
「
羽
州
村
山
郡
小
田
嶋
庄
白
津
郷
東
根

若
宮
常
住 

正
平
十
一
丙
申
夷
則
十
七
日
大
檀
那
備

前
守
長
義
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
（
前
掲
『
北
村
山

郡
史
』
上
巻
「
東
根
八
幡
社
文
書 

若
宮
七
社
」）。 

 
 
 

時
代
は
か
わ
り
ま
す
が
、
若
宮
八
幡
神
社
は
延
宝
六

年
（
一
六
七
八
）
に
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
残
さ
れ

た
棟
札
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
り
ま
す
（
同
『
北
村
山
郡
史
』
上
巻
）。 

出
羽
国
最
上
村
山
郡
東
根
若
宮 
山
守 

石
山
惣

右
衛
門 

孫
兵
衛 

惣
兵
衛 

時
奉
行
佐
藤
孫
助 

幸
田
七
右
衛
門 

時
代
官
山
中
三
太
夫 
山
鹿
五

太
夫 

右
建
立
之
材
木
數
百
本
當
郡
主
御
寄
進 

人
夫
等
恩
借
所
被
成
候
也 

松
平
下
總
守
忠
弘
公

除
災
延
壽
御
武
運
長
久 

惣
而
國
家
安
全
豊
樂

一
々
吉
祥
口 

右
勧
進
上
葺
茨
等
者
數
百
結
縄 

東
根
郷
助
成
令
成
就
願
望
畢
山
首 

時
延
寶
六
戊
午
天
九
月
吉
祥
日 

山
代
官 

中
野

武
右
衛
門 

加
藤
十
左
衛
門 

 神
主 

三
浦
八
右
衛
門 

 

右
の
文
か
ら
、
若
宮
八
幡
神
社
は
山
形
城
主
松
平
下

總
守
忠
弘
は
じ
め
、
時
の
奉
行
・
代
官
な
ど
の
支
配
者

層
、
お
よ
び
名
主
層
や
人
夫
な
ど
の
庶
民
層
を
含
め
た

広
範
な
人
々
の
寄
進
や
支
援
が
あ
り
、
祈
り
と
期
待
を

も
っ
て
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

三 

若
宮
八
幡
神
社
太
々
神
楽
の
記
録
と
地
域
背
景 

 

 

次
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
若
宮
八
幡
神
社

太
々
神
楽
に
関
す
る
貴
重
な
記
録
で
す
（「『
舊
當
諸
記

録
』
八
幡
大
宮
司 

三
浦
筑
前
正
」
若
宮
八
幡
神
社
所

蔵
文
書
）。 

 

同
年
八
月
朔
日 

是
前
ヨ
リ
東
根
若
宮
八
幡
社
宮

司
三
浦
義
和
大
々
講
ヲ
結
フ 

此
日
社
前
ニ
於
テ

太
々
神
楽
ヲ
執
行
ス 

代
官
大
貫
次
右
衛
門 

役

史
伊
東
庄
十
郎 

酒
巻
雲
平 

長
谷
川
仙
助
等
ヲ

遣
ハ
シ
参
列
セ
シ
ム 

こ
の
次
に
続
い
て
い
る
文
面
を
以
下
に
前
半
㈠

「
大
々
講
起
」
と
後
半
㈡
「
大
々
神
楽
執
行
始
」
に
分

け
て
記
し
ま
す
。 

㈠
「
大
々
講
起
」 

 

一 

大
々
講
起 

天
保
六
未
年
五
月
十
四
日
ゟ
始
マ
リ
申
候 

時
之

大
宮
司
三
浦
筑
前
正 

藤
原
義
和
代 

世
話
方 

北
方
仁
八 

藤
兵
衛 

東
方
文
右
衛
門 

権
蔵 

中
野
目
吉
次 

新
町
九
郎
兵
衛 

六
日
町
徳
兵
衛 

半
兵
衛 

一
日
町
伊
左
衛
門 

久
兵
衛 

八
日
町

健
蔵 
善
右
衛
門 

仲
町
権
六 

八
郎
兵
衛 

利

兵
衛 

新
田
町
卯
兵
衛 

三
日
町
源
助 

権
作 

伝
助 

荒
宿
甚
吉
原
方
忠
右
衛
門 

仙
蔵 

大
取

締 

小
池
伝
之
助 

以
上
の
「
大
々
講
起
」
に
は
、
神
楽
が
始
ま
る
前
年

の
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
五
月
十
四
日
に
「
大
々
講
」 

が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
若 

宮
八
幡
神
社
及
び
太
々
神
楽
を
支
え
る
た
め
、
信
仰
組 

織
で
あ
る
「
講
」
が
結
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
文
は
、
若
宮
八
幡
神
社
が
ど
の
く
ら
い
の
範
囲
の 

       

信
仰
圏
を
も
っ
て
お
り
、
神
社
へ
の
奉
納
芸
能
が
ど
う

い
う
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
う

え
で
重
要
な
記
録
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
に
は
世
話
人
と
し
て
十
二
の
集
落
の
代
表
者

名
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
「
惣
大
取
締
方 

町
方
名
主 

小
池
伝
之
助
」
と
あ
り
ま
す
。
小
池
伝
之

助
と
は
当
地
で
は
ま
さ
し
く
名
家
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
東
根
中
心
部
の
各
集
落
と
そ
の
代
表

で
あ
る
多
く
の
人
た
ち
が
神
楽
芸
能
を
執
行
す
る
母

体
に
加
わ
っ
て
お
り
、
宗
教
的
・
経
済
的
共
同
組
織
が

成
立
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
社
会
の
支
援
体
制
が
し
っ

か
り
と
確
立
さ
れ
た
う
え
で
若
宮
八
幡
神
社
太
々
神

楽
が
存
続
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。 

㈡
「
大
々
神
楽
執
行
始
」 

一 

大
々
神
楽
執
行
始 

天
保
七
丙
申
年
八
月
朔
日
ゟ
三
日
間 

神
楽
御
免

許
ハ
大
貫
次
右
衛
門
様
御
手
代
長
谷
川
仙
助
殿 

御
受
被
成
下
候 

右
執
行
之
砌
御
代
官
大
貫
次
右

衛
門
様
ゟ
御
出
役
有 

朔
日 

御
出
役 

伊
東
庄

十
郎
殿 

二
日
同 

酒
巻
雲
平
殿 

三
日
同 

長

谷
川
仙
助
殿 

御
出
役
所
東
三
ヶ
組
名
主
横
尾
正

② 

写真２ 『舊當諸記録』 

「大々講起」の一部 

若宮八幡神社所蔵 



作 

西
方
名
主 

輿
市
郎 

取
扱
人 

宇
内 

吉

次 

宇
兵
衛 

手
廻
り
方 

権
作 

金
兵
衛 

郡

中
名
主
取
扱
人 

伝
助 

権
蔵 

源
助 

 

（
中
略
） 

右
神
楽
舞
方
師
匠
ハ 

天
保
七
申
年
五
月
二
十
九

日 

仙
台
城
下
国
分
木
下
白
山
祠
官
湯
原
丹
波
掾 

同
伜
豊
之
助
來
リ 
同
月
三
十
日
ゟ
稽
古
始
六
月

廿
二
日
迄
ニ
成
就 

      『
舊
當
諸
記
録
』 

  

以
上
の
「
大
々
神
楽
執
行
始
」
に
は
、
具
体
的
に
神

楽
の
執
行
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
七
年
八

月
一
日
か
ら
三
日
間
も
神
楽
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
代
官
名
、
名
主
名
な
ど
が
あ
り
大
々
的
に

「
神
楽
行
列
」
も
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は

「
楽
人
拾
壱
人 

各
々
烏
帽
子
狩
衣
着
」
と
あ
っ
て
十

一
人
の
楽
人
も
恭
し
く
正
装
で
参
加
し
て
い
る
様
子

が
わ
か
り
ま
す
。「
谷
地
神
明
祠
官
福
田
大
和
正
」「
祭

主
大
宮
主
三
浦
筑
前
正
若
党
」
の
神
社
関
係
者
も
一
緒

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
に
大
人
数
が
参
加
し
て
の

賑
わ
い
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
一
連
の
記
録

の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
太
々
神
楽
を
指
導
し
た
次 

       

の
二
人
の
人
物
で
す
。 

そ
の
二
人
と
は
、「
仙
台
城
下
国
分
木
下
白
山
神
社

祠
官 

湯
原
丹
波
掾
」
と
そ
の
息
子
「
豊
之
助
」
で
す
。

本
記
録
は
、
若
宮
八
幡
神
社
太
々
神
楽
は
こ
の
親
子
に

よ
っ
て
天
保
七
年
五
月
に
も
た
ら
さ
れ
、
一
か
月
近
い

指
導
を
受
け
て
出
来
上
が
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。 

㈢
芸
能
を
支
え
る
広
範
囲
の
信
仰
と
財
源
基
盤 

 
若
宮
八
幡
神
社
所
蔵
で
『
若
宮
八
幡
大
神
宮 

御
陣

屋
鎮
守 

正
一
位
稲
荷
大
明
神 

太
々
神
楽
序
』（
天

保
七
年
）
の
記
録
に
は
、
初
穂
料
額
と
奉
納
者
名
が
み

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
東
根
村
の
名
主
五
名
以
外
に
他

村
の
名
主
、
一
般
人
に
及
ぶ
総
計
五
十
九
名
の
署
名
及

び
捺
印
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
東
根
市
域
は
も
ち
ろ
ん

山
形
市
・
天
童
市
・
河
北
町
・
村
山
市
域
に
属
す
る
名

主
・
地
主
ク
ラ
ス
が
初
穂
料
を
納
め
て
お
り
、
一
人
に

つ
き
お
よ
そ
金
百
疋
〜
金
五
百
疋
、
村
単
位
で
は
金
一

両
を
納
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
若
宮
八
幡
神
社
の

信
仰
圏
と
は
、
今
で
い
う
四
市
一
町
の
じ
つ
に
広
域
性

を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
太
々
神
楽
は
こ
の
よ
う
な
初
穂
料
な
ど
を
財
源

と
し
て
演
じ
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 若

宮
八
幡
神
社

太
々
神
楽
は
、
江
戸

時
代
か
ら
広
範
囲

に
渡
り
多
く
の

人
々
の
積
極
支
援

を
背
景
に
し
て
長

く
継
承
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。 

 

四 

お
わ
り
に 

本
稿
で
は
、
現
在
の
若
宮
八
幡
神
社
太
々
神
楽
の
演

目
や
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
、
神
社
が
も
つ
地
域
歴
史
性
を
背
景
に
若
宮
八
幡
神

社
太
々
神
楽
は
じ
つ
に
厳
格
な
「
儀
礼
」
の
所
作
が
随

所
に
あ
り
、
そ
れ
は
み
ご
と
に
規
則
正
し
い
動
き
を
見

せ
て
定
型
的
な
様
式
美
を
発
揮
し
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
「
儀
礼
」
は
各
演
目
の
中
で
繰
り
返
し

行
わ
れ
て
演
技
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
お
り
、
見
て
い

る
人
々
に
は
強
烈
な
印
象
を
与
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

特
徴
的
芸
態
を
も
つ
若
宮
八
幡
神
社
太
々
神
楽
は
、
平

成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
山
形
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

写
真
４ 

『
舊
當
諸
記
録
』「
大
々
神
楽
執
行
始
」
に
明
記

さ
れ
た
指
導
者
「
湯
原
丹
波
掾
」 

若
宮
八
幡
神
社
所
蔵 

③ 

写真５ 若宮八幡神社太々神楽 

     演目「千歳舞」 

写真３ 「旧党書記録」 

「大々神楽執行始」の一部 

若宮八幡神社所蔵 



 

大
河
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
た
歴
史
の
発
信 

 
 
 
 

～ 

歴
史
の
普
及
と
史
料
の
保
存 

～ 

 寒
河
江
市
教
育
委
員
会 

 

保 

科 

文 

俊 

  

一 

は
じ
め
に 

 

令
和
四
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
て
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の

十
三
人
』
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

初
期
ま
で
の
お
よ
そ
四
十
年
を
、
鎌
倉
幕
府
二
代
執

権
・
北
条
義
時
を
主
人
公
と
し
て
描
い
た
ド
ラ
マ
で
す
。

ド
ラ
マ
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
公
文
所
（
の
ち
政
所
）
の

別
当
を
務
め
た
大
江
広
元
も
登
場
し
ま
し
た
。
寒
河
江

市
や
西
村
山
郡
の
大
半
は
広
元
や
広
元
の
長
男
・
親
広

と
そ
の
子
孫
が
治
め
た
地
で
あ
り
、
そ
の
長
さ
は
約
四

百
年
に
及
ぶ
も
の
で
す
。
寒
河
江
市
の
歴
史
に
関
す
る

書
籍
で
は
、
大
江
氏
を
寒
河
江
の
礎
を
築
い
た
一
族
と

評
価
し
て
い
ま
す
。
寒
河
江
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
大
江

氏
の
歴
史
を
普
及
す
る
事
業
を
何
度
も
行
い
、
寒
河
江

を
治
め
た
大
江
氏
は
市
民
か
ら
「
大
江
公
」
と
呼
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
寒
河
江
市
で

は
大
河
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
て
大
江
氏
が
治
め
た
歴
史

を
発
信
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、 

担
当
者
と
し
て
こ
の
取
り
組
み
や
歴
史
を
普
及
・
発
信 

し
て
い
く
中
で
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
ま
す
。 

 

二 

寒
河
江
大
江
氏
の
歴
史 

 

こ
こ
で
簡
単
に
、
大
江
氏
と
寒
河
江
の
関
わ
り
に
つ

い
て
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。 

大
江
広
元
と
寒
河
江
と
の
関
わ
り
は
、
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）
か
ら
と
さ
れ
ま
す
。
源
頼
朝
が
平
泉
の

奥
州
藤
原
氏
を
倒
し
た
奥
州
合
戦
の
後
、
広
元
が
寒
河

江
荘
の
地
頭
に
任
命
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。 

 

承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
承
久
の
乱
で
は
、
広
元

の
長
男
・
親
広
は
後
鳥
羽
上
皇
方
に
付
き
ま
し
た
が
、

上
皇
方
が
敗
北
し
、
親
広
は
関
寺
（
今
の
滋
賀
県
大
津

市
）
辺
り
で
「
零
落
」
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寒
河
江

荘
に
逃
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
親
広
か
ら
数
え
て
五

代
目
に
あ
た
る
元も

と

顕あ
き

は
、
鎌
倉
か
ら
寒
河
江
に
移
り
住

み
、
以
降
寒
河
江
を
直
接
治
め
ま
す
。
そ
の
後
、
大
江

氏
は
三
百
年
ほ
ど
直
接
統
治
を
行
い
、
城
や
楯
の
構
築
、

用
水
堰
の
整
備
、
寺
社
の
保
護
、
芸
術
文
化
の
保
護
な

ど
の
功
績
を
残
し
た
と
評
価
さ
れ
ま
す
。 

 

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）、
十
八
代
当
主
の
高た

か

基も
と

は
、

山
形
城
主
の
最
上
義
光
に
攻
め
ら
れ
て
自
害
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
寒
河
江
を
治
め
た
大
江
氏
は
滅
亡
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
中
世
期
の
寒
河
江
は
、
一
貫
し
て

大
江
氏
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

三 

こ
れ
ま
で
の
大
江
氏
を
顕
彰
す
る
取
り
組
み 

 

放
送
前
か
ら
、
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
た
事
業
に
取
り
組 

む
べ
き
だ
と
い
う
声
が
、
市
内
外
よ
り
寒
河
江
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
理
由

と
し
て
、
昔
か
ら
寒
河
江
市
域
で
大
江
氏
に
関
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
大
江
氏
家
臣
の
末
裔
と

さ
れ
る
和
田
市
雄
（
当
時
の
寒
河
江
町
住
民
）
が
、
大

江
氏
の
菩
提
寺
な
ど
に
石
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
、
寒
河
江
城
跡
の
一
角
に

寒
河
江
町
が
「
寒
河
江
城
址
碑
」
を
建
立
し
ま
し
た
。 

     

写真２ 寒河江市役所庁舎の 

大江氏家紋と 

岡本太郎 作 『 生 誕 』 

写真１ 寒河江城址碑 

④ 



寒
河
江
城
は
大
江
氏
が
寒
河
江
を
治
め
た
際
の
本
拠

地
で
す
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
開
庁
の
寒
河

江
市
役
所
庁
舎
に
は
、
大
江
氏
の
家
紋
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
は
、
大
江
広

元
が
寒
河
江
荘
の
地
頭
と
な
っ
て
か
ら
八
百
年
と
な

る
こ
と
を
記
念
し
、「
大
江
公
入
部
八
百
年
祭
」
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
武
者
行
列
は 

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
寒
河
江
市
内
で
は
断
続
的
に
大
江
氏

を
顕
彰
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
寒
河
江
市
が
大
江 

広
元
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
が
多
く
の
人
に
浸
透

し
て
い
た
こ
と
で
、
大
河
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
た
事
業
に

ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

近
年
大
江
氏
に
関
す
る
事
業
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
寒
河
江
市
と
大
江
氏
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
具
体
的
に
知
る
人
は
減
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

四 

ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
た
事
業
の
展
開 

 

『
鎌
倉
殿
の
十
三
人
』
に
大
江
広
元
が
登
場
す
る
と

発
表
さ
れ
た
の
が
、
令
和
二
年
十
一
月
で
す
。
こ
れ
を

受
け
て
、
す
ぐ
に
市
役
所
庁
舎
な
ど
に
広
元
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
横
断
幕
・
懸
垂
幕
を
設
置

し
ま
し
た
。 

 

翌
三
年
度
に
は
、
大
江
氏
四
百
年
の
治
世
に
関
わ
る

市
内
の
場
所
を
地
図
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
「
大
江
氏
マ
ッ

プ
」
や
、
昭
和
六
十
三
年
の
大
江
公
入
部
八
百
年
祭
に

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
『
大
江
公
物
語
』
の
改
訂
版
を
発

行
し
、
寒
河
江
市
が
大
江
広
元
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ

と
を
周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
も
制
作
し
ま
し
た
。 

 

令
和
四
年
度
は
ド
ラ
マ
放
送
期
間
の
た
め
、
大
江
氏 

            

に
関
す
る
数
々
の
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
事
業

と
し
て
は
、「
大
江
広
元
ゆ
か
り
の
地
寒
河
江
」
の
の

ぼ
り
・
フ
ラ
ッ
グ
制
作
と
市
内
へ
の
掲
示
、
市
内
各
所

に
あ
る
大
江
氏
に
関
係
す
る
旧
跡
へ
の
説
明
看
板
の

設
置
、
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ
た
冊
子
の
作
成
を
行
い
ま
し

た
。
展
示
と
し
て
は
、
寒
河
江
市
郷
土
館
で
郷
土
館
特

別
展
「
寒
河
江
を
治
め
た
大
江
氏
」、
寒
河
江
市
美
術

館
で
埋
蔵
文
化
財
フ
ェ
ア
「
寒
河
江
城
の
時
代
」
の
ほ

か
、
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
な
ど
で
企
画
展
を
実
施
し
ま
し
た
。

関
連
し
て
、
こ
れ
ら
展
示
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、

寒
河
江
城
跡
な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
開
催
し
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ド
ラ
マ
で
広
元
を
演
じ
る
俳

優
・
栗
原
英
雄
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
、
歴
史

好
き
な
タ
レ
ン
ト
・
松
村
邦
洋
さ
ん
を
お
招
き
し
た

「
大
江
公
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

五 

寄
せ
ら
れ
た
反
響 

 

ド
ラ
マ
開
始
前
か
ら
約
二
年
に
わ
た
り
、
大
江
氏
に

関
す
る
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
「
大
江
公
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
寒
河
江
の
歴
史
を
初
め
て
知

っ
た
」、「
寒
河
江
が
大
江
広
元
に
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
回
答
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
寒
河
江
市
内
の
歴
史
を
も
っ
と
知
り

た
い
」
と
い
う
声
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

写真４ 「大江氏を巡る寒河江市マップ」

（寒河江市発行「大江氏マップ」より） 

写真３ 市文化センタ－の

懸垂幕 

⑤ 



 
栗
原
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
観
覧
募
集
案
内
は
、
寒

河
江
市
市
報
の
ほ
か
、
ド
ラ
マ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
周
知
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ト
を
見
て
い
る
方
は
全

国
に
い
ま
す
の
で
、
寒
河
江
と
い
う
地
名
を
全
国
に
発

信
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

実
際
に
、
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
に
県
外
か
ら
寒
河
江

を
訪
れ
る
方
が
い
ま
し
た
。
大
江
氏
の
当
主
が
亡
く
な

る
た
び
に
菩
提
寺
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

寺
院
に
、「
大
江
氏
マ
ッ
プ
」
片
手
に
遠
く
九
州
か
ら

訪
れ
た
方
が
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
寒
河
江
城
跡
な
ど

を
巡
る
ツ
ア
ー
に
は
、
関
東
地
方
か
ら
も
参
加
し
た
方

が
い
ま
し
た
。 

寒
河
江
市
が
大
江
氏
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
は
、

県
外
だ
け
で
な
く
地
元
寒
河
江
市
民
に
も
伝
わ
り
ま

し
た
。
自
分
の
家
の
墓
が
あ
る
寺
が
、
大
江
氏
の
菩
提

寺
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
江
氏
に
関
す
る
事
業
の
効
果
は
、
歴
史
の
周
知
普

及
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
江
氏
や
慈
恩
寺
な
ど
の

歴
史
や
文
化
財
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
文
化
財
の
保
護
を
願
う
声
も
寄
せ
ら

れ
た
の
で
し
た
。 

 

ド
ラ
マ
が
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
や
そ
の
歴
史
を
知

る
入
り
口
と
な
り
、
多
く
の
人
が
そ
の
場
所
を
巡
る
と 

い
う
、
大
河
ド
ラ
マ
で
期
待
さ
れ
る
地
域
活
性
化
の
様 

子
が
、
寒
河
江
市
で
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

六 

発
信
内
容
の
確
か
さ
～
活
用
に
必
要
な
保
存
～ 

 

こ
う
し
て
全
国
に
寒
河
江
市
を
発
信
し
て
い
く
中

で
、
悩
む
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
広
元
、
親
広
や
大
江

氏
の
功
績
に
ま
つ
わ
る
話
は
半
ば
伝
説
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
ど
こ
ま
で
史
実
と
し
て
発
信

し
て
い
い
の
か
と
い
う
点
で
す
。
今
回
は
四
百
年
の
治

世
の
後
半
で
、
史
料
が
残
っ
て
い
る
時
期
に
比
重
を
置

い
て
発
信
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
発
信
は
、
史
料
保
存
と
調
査
研
究
の
必
要
性

を
実
感
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
訪
れ
る
人
に
は

歴
史
が
好
き
な
人
も
多
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
も
っ
と

知
り
た
い
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
訪
れ
る

人
は
知
識
欲
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
根
拠
の
な
い

話
を
発
信
し
て
誘
客
し
て
も
、
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
歴
史
を
発
信
し
て

い
く
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と
史
料
に
基
づ
い
た
歴
史
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
基

と
な
っ
た
史
料
が
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
真

実
味
を
も
っ
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

史
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
年
も
新
た

な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
大
江
氏
滅
亡
後
の
話
と
し
て
、

戊
辰
戦
争
で
、
慈
恩
寺
の
別
当
・
最
上
院
に
や
っ
て
き

た
官
軍
の
侍
が
、
最
上
院
に
あ
る
大
江
氏
の
家
紋
（
最

上
院
に
は
大
江
氏
か
ら
三
度
住
職
に
就
い
て
い
る
）
に

強
い
関
心
を
示
し
た
こ
と
や
、
長
州
藩
士
が
寒
河
江
大

江
氏
十
四
代
当
主
・
宗
広
の
菩
提
寺
で
あ
る
法
泉
寺
に 

廻
向
料
を
納
め
た
噂
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
令
和
二
、
三

年
に
『
寒
河
江
市
史 

慈
恩
寺
最
上
院
日
記
』
が
刊
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
日
の
目
を
見
ま
し
た
。 

 

史
料
が
保
存
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
全
国
に
発
信
す
る
際
、
新
た
な
話
題
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。 

七 

お
わ
り
に 

今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方
に

寒
河
江
市
や
本
市
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
歴
史
に
よ
っ
て
地
域

活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
、
全
国
各
地
で

見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
日
ご
ろ
の

史
料
の
保
存
と
確
か
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
っ
て
こ
そ

の
も
の
で
す
。
そ
の
土
地
に
し
か
な
い
歴
史
を
発
信
で

き
る
よ
う
、
文
化
財
保
護
を
願
う
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

写真５ 

『寒河江市史  

慈恩寺最上院日記』 
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《 
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
所
蔵 

》 
『
郷
土
研
究
叢
書
』 

山
形
県
郷
土
研
究
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

一 

山
形
県
郷
土
研
究
会
に
つ
い
て 

県
史
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
山
形
県
郷
土
研
究

会
」
は
、
東
北
帝
国
大
学
喜
田
貞
吉
教
授
の
呼
び
か
け

に
応
じ
て
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
三
浦
新
七
氏

が
主
宰
し
て
創
設
し
た
研
究
機
関
で
す
。
三
浦
新
七
氏

は
、
山
形
第
八
十
一
国
立
銀
行
（
後
の
両
羽
銀
行
、
現

在
の
山
形
銀
行
）
の
頭
取
に
就
任
し
、
銀
行
の
経
営
再

建
と
地
方
金
融
の
安
定
に
渾
身
の
力
で
取
り
組
ん
だ

人
物
で
す
が
、
そ
の
一
方
、
旧
制
山
形
高
等
学
校
に
お

い
て
講
師
と
し
て
授
業
を
行
っ
た
り
、「
山
形
県
郷
土

研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
会
長
と
し
て
率
先
し
て
活
動

す
る
と
同
時
に
、
多
く
の
人
材
を
育
て
ま
し
た
。
こ
の

会
の
運
営
は
会
員
制
（
年
会
費
壹
円
）
で
し
た
が
、
調

査
・
出
版
等
に
要
し
た
経
費
の
多
く
は
三
浦
新
七
氏
が

負
担
し
て
、
事
業
推
進
に
あ
た
っ
た
と
い
わ
れ
、
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
に
東
京
商
科
大
学
（
現
在
の
一
橋

大
学
）
学
長
に
就
任
し
た
後
も
、
こ
の
研
究
事
業
は
昭

和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
ま
で
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
の
会
員
名
簿
（
県
史
資

料
室
所
蔵
）
で
は
、
会
員
八
十
四
名
が
所
属
し
て
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
会
則
（
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
制

定
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

                  

   

研
究
活
動
の
成
果
は
、
広
範
な
分
野
を
研
究
対
象
と 

し
た
『
郷
土
研
究
叢
書
』
十
一
冊
と
、
資
料
編
と
し
て

『
大
町
念
仏
講
帳
』（
解
読 

今
田
信
一
）、『
谷
柏
村

御
用
留
帳
』（
解
読 

長
井
政
太
郎
・
川
崎
浩
良
）
を 

刊
行
し
ま
し
た
。 

         

二 

『
郷
土
研
究
叢
書
』
― 

序 

言 

―     

会
の
創
設
と
郷
土
研
究
叢
書
の
刊
行
に
至
る
経
緯

に
つ
い
て
は
、『
郷
土
研
究
叢
書 

第
一
輯
』
に
あ
る

三
浦
新
七
氏
の
「
序
言
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。 

昭
和
三
年
春
本
會
が
創
設
せ
ら
れ
た
直
接
の
動
機

は
鄕
土
史
研
究
の
機
關
を
つ
く
ら
う
と
す
る
に
在

っ
た
。
當
時
東
北
大
學
の
喜
田
文
學
博
士
東
北
文
化

史
の
組
織
的
研
究
を
計
劃
し
、
其
研
究
機
關
を
東
北

各
地
に
設
け
た
い
と
の
希
望
で
山
形
在
住
の
學
友

に
相
談
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
切
っ
掛
け
に
な
っ
て
在

來
眞
面
目
に
其
方
面
の
研
究
に
沒
頭
し
て
居
っ
た

有
志
の
結
合
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

併
し
本
會
の
研
究
範
圍
は
規
則
書
に
も
あ
る
通 

り
又
自
分
が
發
會
に
於
て
宣
言
し
た
如
く
單
に
鄕

土
の
歷
史
に
限
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
恰
も
今
日
の
行
政

組
織
に
於
て
地
方
官
廰
が
中
央
政
府
各
省
の
事
務

を
行
ふ
と
同
時
に
自
治
体
で
あ
る
と
同
じ
樣
に
、
本

會
も
亦
地
理
、
歷
史
、
博
物
、
政
治
、
經
濟
等
各
專

山
形
懸
鄕
土
研
究
會
會
則
（
昭
和
貮
年
十
二
月
三
日
） 

 第
一
條 

本
會
ハ
山
形
懸
鄕
土
研
究
會
ト
稱
ス 

第
二
條 

本
會
ハ
主
ト
シ
テ
山
形
懸
鄕
土
ニ
關
ス
ル
一
般
事
項
ヲ 

研
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

第
三
條 

本
會
ノ
事
務
所
ヲ
教
育
會
舘
鄕
土
博
物
舘
内
ニ
置
ク 

（
便
宜
上
事
務
ハ
三
浦
銀
行
内
三
浦
良
之
助
宛
） 

第
四
條 

本
會
ノ
趣
旨
ニ
賛
ス
ル
モ
ノ
ヲ
以
ッ
テ
會
員
ス 

第
五
條 

本
會
ハ
懸
下
各
地
ニ
支
部
ヲ
置
キ
其
會
則
ハ
支
部
自
ラ 

之
ヲ
定
ム 

第
六
條 

本
會
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク 

 
 
 
 
 

會
長
一
名 

會
員
ノ
互
選
ト
シ
本
會
ヲ
統
理
ス 

 
 
 
 
 

幹
事
若
干
名
會
長
ノ
指
名
ト
シ
會
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
テ
會 

務
ヲ
處
理
ス 

第
七
條 
本
會
ハ
毎
年
春
秋
冬
ノ
三
回
開
會
ス
其
他
臨
時
開
會
ス 

ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ 

第
八
條 

會
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
壹
圓
ヲ
納
ム
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 

上 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

（
県
史
資
料
室
所
蔵
） 
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山 

形 

県 
 

県
史
だ
よ
り 

第
二
十
二
号 

 
 

 
 

 
   

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

  
 

  

編
集
・
発
行 

 
 

 
   

 

山
形
県
総
務
部
学
事
文
書
課
分
室 

 
    

  

県
史
資
料
室 

 
 

 

〒
九
九
一
ー 

八
五
〇
一 

 
    

寒
河
江
市
大
字
西
根
字
石
川
西
三
五
五 

 
 

   

村
山
総
合
支
庁
西
村
山
地
域
振
興
局
内 

 
 

   

電
話 

〇
二
三
七
ー
八
三
ー
一
二
一
五 

 
 

   

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
三
七
ー
八
三
ー
一
二
一
六 

門
に
亘
っ
て
中
央
學
会
と
連
絡
を
取
り
、
現
に
其
場

所
に
於
て
目
睹
し
得
る
事
實
を
觀
察
し
記
述
す
る

事
に
依
て
研
究
材
料
を
豊
富
に
し
、
日
本
の
學
問
を

西
洋
の
飜
譯
た
る
地
位
よ
り
脱
却
せ
し
め
む
と
努

力
す
る
と
同
時
に
山
形
縣
な
る
自
治
体
ー
不
可
分

の
個
体
と
し
て
本
縣
の
文
化
の
現
狀
特
性
を
綜
合

捕
捉
す
る
事
に
依
て
地
方
文
化
の
向
上
發
展
に
資

せ
む
と
す
る
を
目
的
と
し
た
。 

爾
來
年
を
閲
す
る
こ
と
玆
に
三
、
講
演
に
、
調
査

旅
行
に
、
研
究
小
會
合
に
、
寫
眞
頒
布
に
出
來
る
丈

の
仕
事
は
し
て
見
た
が
、
意
有
っ
て
力
足
ら
ず
、
本

會
使
命
の
高
且
大
な
る
に
顧
み
る
時
吾
々
は
常
に

心
中
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
今
回
幸
に
安
齋
教

授
の
精
確
な
る
調
査
報
告
を
得
て
之
を
鄕
土
研
究

叢
書
第
一
輯
と
し
て
發
行
す
る
こ
と
を
得
た
の
は

本
會
事
業
の
新
方
面
を
開
拓
し
た
も
の
と
し
て
會

員
諸
君
と
共
に
欣
幸
と
す
る
所
で
あ
る
。 

 
 

此
叢
書
は
適
當
な
る
研
究
、
調
査
を
得
る
に
従
て 

 

續
刊
す
る
計
劃
で
あ
る
が
、
之
を
繼
續
せ
し
む
る
と 

 

否
と
は
一
に
會
員
諸
君
の
努
力
如
何
に
懸
る
、
諸
君 

 
 

 

の
奮
發
を
期
待
す
る
。 

 

三 

県
史
の
基
盤
を
培
う 

 

三
浦
新
七
氏
の
序
言
に
あ
る
「
本
縣
の
文
化
の
現
狀

特
性
を
綜
合
捕
捉
す
る
事
に
依
て
地
方
文
化
の
向
上

發
展
に
資
せ
む
と
す
る
」
を
目
的
と
し
、
そ
の
一
つ
の

事
業
と
し
て
『
郷
土
研
究
叢
書
』
は
貴
重
な
研
究
成
果 

の
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し 

   

 

           

て
「
山
形
県
郷
土
研
究
会
」
の
活
動
が
人
材
を
広
げ
育 

て
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。
中
央
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
る
研
究
者
と
旧
制
山
形
高
等
学
校
・
山
形
師
範
学

校
・
山
形
中
学
校
を
は
じ
め
県
内
各
地
の
小
学
校
、
役

所
や
研
究
団
体
の
主
だ
っ
た
人
々
が
交
流
し
研
鑽
を

深
め
る
こ
と
で
、
そ
の
後
県
内
で
活
躍
す
る
研
究
者
が

育
つ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
彼
ら
多
く
の
研
究

者
が
山
形
県
史
、
市
町
村
史
編
纂
を
牽
引
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

山
形
県
郷
土
研
究
会
の
活
動
実
績
で
あ
る
『
郷
土
研

究
叢
書
』
は
、『
山
形
県
史
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
大
き

な
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

 

昭和 5年12月發行 『郷土研究叢書 第一輯』   

安齋 徹「河川侵蝕に対する火山地質の變位性」 

         「置賜及村山盆地の第四紀層」 

         「地理的中心地としての三都市」 

昭和 7年 9 月發行 『郷土研究叢書 第二輯』   

阿部正己「城輪出羽柵址及國分寺址調査」 

昭和 7年 11月發行 『郷土研究叢書 第三輯』   

長井政太郎「庄内地方京田興屋新田の研究」 

堀場義馨「巨石文化の遺蹟ストンサークルの發見」 

昭和 8年 10月發行 『郷土研究叢書 第四輯』   

安齋 徹「名勝山寺附近の地質及地形」 

五十嵐睛峰「史蹟としての山寺」 

昭和10年 5 月發行 『郷土研究叢書 第五輯』   

安齋 徹 阿部正己 橋本賢助「飛島の研究」 

昭和11年12月發行 『郷土研究叢書 第六輯』   

長井政太郎「上杉藩の鄕士聚落の研究」 

昭和12年 5 月發行 『郷土研究叢書 第七輯』  

阿部正己「山形県金石文集」  

昭和13年 4 月發行 『郷土研究叢書 第八輯』   

西村眞次「置賜盆地の古代文化」 

昭和13年 8 月發行  『郷土研究叢書 第九輯』   

        「山形縣地名録」 

昭和14年12月發行  『郷土研究叢書 第十輯』  

橋本賢助「山形県の巨樹巨木」 

昭和17年 1 月發行  『郷土研究叢書 第十一輯』  

長井政太郎「山形県の市の研究」 
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